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製品・システムの概要

先進性についての説明

https://power.mhi.com/jp/products/gasturbines/lineup/h25

本システムは、都市ガス・LNGに水素30%(Vol)を混焼させることにより、30～40MW級の石炭・重油焚きの汽力発電と比較し、クラ
ス最高レベルの省エネルギー率+非化石割合増加率(40%以上)を実現するガスタービンコージェネレーションシステムである。
電気及び蒸気等の熱エネルギーを必要とする様々な業界の事業所・工場に適用が可能で、カーボンニュートラル社会に向けた、
省エネ化・低炭素化と長期安定熱電供給の双方を実現する(尚、都市ガス・LNGの専焼も可能)。

本システムは、H-25ガスタービン、発電機、排熱回収ボイラ等の熱回収設備、制御システム、および付帯設備から構成され、従
来より上記クラスにおいて、最高レベルのコージェネ効率(80%以上)を有している。

H-25ガスタービンは、拡散燃焼器(Wet)の採用により、従来から都市ガスやLNGだけでなく、工場で発生する副生ガス等を燃料と
して有効利用しており、多数の運転実績を有する。この実績をもとに、今般、先進技術として、水素燃料を適用した場合でも蒸
気・水噴射の必要がなくNOx低減が可能であり、サイクル効率の低下がない予混燃焼器(Dry・マルチクラスタ)の開発・実証を完
了し、水素30%(Vol)混焼可能なガスタービンコージェネレーションシステムとして販売・提供が可能である。

また、水素の専焼が可能な助燃システムを有する排熱回収ボイラの販売も可能であり、上記の水素30%(Vol)の混焼を採用したH-
25ガスタービンとの組合せで、更に非化石割合を増加させることができる。

尚、脱炭素化に向けてガスタービンの水素専焼化の開発も継続中である。

導入可能な主な業種・分野

連絡先

三菱重工業株式会社
エナジードメイン 国内営業部 国内営業統括グループ
水野　ryuji.mizuno.nm@mhi.com
須藤　takanori.suto.a2@mhi.com

導入対象となる分野・プロセス
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本設備の先進性は以下3点、
①水素30%(Vol)混焼
　水素燃料において蒸気・水噴射なくNOx低減が可能で、サイクル効率の低下がない
　予混燃焼器（Dry・マルチクラスタ）の採用
②タービン部の冷却性能の向上
　タービン第１段静翼の翼前縁にフィルム技術を適用
　タービン第１段動翼へセラミック遮熱コーティングの厚膜化技術を適用
③空力性能の高効率化
　タービン第１段静翼の内外周エンドウォールに、周方向に凹凸形状を設け、
　燃焼ガスを流れ易くする技術の適用

E.製造業 F.電気・ガス・熱供給・水道業 H.運輸業、郵便業

https://www.mhi.com/jp

導入事例の省エネ量（原油換算：kl）

三菱重工業株式会社

H-25 水素30%(Vol)混焼ガスタービンコジェネレーションシステム

東京都千代田区丸の内三丁目2番3号

石油・化学・繊維・製紙・窯業・熱電供給会社をはじめとした、電力/蒸
気を大量に消費する事業所・工場

H-25(水素30%(Vol)混焼)

保守・メンテナンス等の年間ランニング費用

工場・事業場当たりの想定省エネ率 ―

導入事例における費用対効果（年間）

１台又は１式当たりの想定導入価格（参考）

46.3設備・システム当たりの想定省エネ率

個別対応

個別対応



製品・システムの概要・イメージ図

導入事例の概要・イメージ図

業種・分野 産業用工場 対象設備・プロセス 発電・蒸気供給

コジェネレーションシステム システム構成

水素焚き予混燃焼器（マルチクラスタ）

LNG：70%

水素：30%

ガスタービン燃焼器と特長

排熱回収ボイラ

H-25ガスタービン

発電機

H-25ガスタービンH-25コジェネレーションシステム鳥観図


